
２　豊かな心と個性を育むまち［個性創造都市］　（４） 心ふれあい支えあう市民社会を形成する（人権の尊重、男女共同参画社会の形成、コミュニティ）　
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1
人権啓発活動
事業

市民局
人権啓発室

○事業開始年度　昭和52年度

【概　 要】様々な人権問題について、広く市民企業等に啓発し、市
民一人ひとりが正しい認識と理解を深め、お互いの人間としての
自由、平等を尊重する意識の高揚に努める。
【対象者】
 市民・企業等
【具体的な活動内容】
・人権啓発ポスター、啓発冊子等を作成し、配布、掲出等を行うと
ともに、パネル展等を開催し、広く市民に人権啓発活動を行う。

県
補
助

[概算コスト]
2,488

（内訳）
・決算額
1,201
・人件費
1,287
　（0.30人）

[概算コスト]
3,253

（内訳）
・決算額
1,973
・人件費
1,280
　（0.30人）

[概算コスト]
2,774

（内訳）
・決算額
1,501
・人件費
1,273
　（0.30人）

[概算コスト]
2,774

（内訳）
・予算額
1,501
・人件費
1,273
　（0.30人）

啓発のしお
り作成、配
布数

（単位：部）

[目標値]
19,500

[実績値]
19,500

<達成率>
100％

[目標値]
18,500

[実績値]
18,500

<達成率>
100％

[目標値]
18,000

[実績値]
18,000

<達成率>
100％

[目標値]
18,000

人権相談件
数

（単位：件）

[目標値]
60

[実績値]
51

<達成率>
85.0％

[目標値]
60

[実績値]
66

<達成率>
110.0％

[目標値]
 60

[実績値]
178

<達成率>
296.7％

[目標値]
60

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　人権意識の高揚のため、人権啓発
ポスター等を作成するなど人権啓発
に取組む必要がある。

2
同和対策助成
事業

市民局
人権啓発室

○事業開始年度　昭和51年度

【概　 要】同和問題解決のため,本市が行う啓発活動とともに、運動
団体が行う協力活動として同和関係者の自立、自助のための相談
活動や差別意識解消のための研修会等の活動経費及び組織、運
営に要する経費の一部を助成することで、同和問題解決に取り組
む。
【対象者】同和運動団体
【具体的な活動内容】
・同和問題解決に向け、運動団体が行う啓発活動、相談活動等に
対する助成金交付

市
単

[概算コスト]
4,507

（内訳）
・決算額
3,220
・人件費
1,287
　（0.30人）

[概算コスト]
4,306

（内訳）
・決算額
3,026
・人件費
1,280
　（0.30人）

[概算コスト]
4,117

（内訳）
・決算額
2,844
・人件費
1,273
　（0.30人）

[概算コスト]
3,522

（内訳）
・予算額
2,673
・人件費
  849
　（0.20人）

同和対策に
係る助成金

（単位：千
円）

[目標値]
3,220

[実績値]
3,220

<達成率>
100％

[目標値]
3,026

[実績値]
3,026

<達成率>
100％

[目標値]
2,844

[実績値]
2,844

<達成率>
100％

[目標値]
2,673

相談等活動
実績数

（単位：件）

[目標値]
190

[実績値]
185

<達成率>
97.4 ％

[目標値]
190

[実績値]
195

<達成率>
102.6％

[目標値]
190

[実績値]
186

<達成率>
97.9％

[目標値]
190

○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　同和問題の解決を図るため、運動
団体が行う啓発活動や相談活動に
対する助成は必要であり、実施すべ
きである。

3
鹿児島人権擁
護委員協議会
補助事業

市民局
人権啓発室

○事業開始年度　昭和26年度

【概　 要】人権尊重に対する意識の高まりの中で、人権意識の普
及高揚や人権侵犯の解決のため、協議会が行う人権擁護活動、
相談所開設及び運営に関する経費を補助する。
【対象者】鹿児島人権擁護委員協議会
【具体的な活動内容】
協議会が行う人権擁護活動に対する補助金交付

市
単

[概算コスト]
2,239

（内訳）
・決算額
  952
・人件費
1,287
　（0.30人）

[概算コスト]
2,234

（内訳）
・決算額
  954
・人件費
1,280
　（0.30人）

[概算コスト]
2,333

（内訳）
・決算額
1,060
・人件費
1,273
　（0.30人）

[概算コスト]
1,907

（内訳）
・予算額
1,058
・人件費
  849
　（0.20人）

補助金額

（単位：千
円）

[目標値]
952

[実績値]
952

<達成率>
100％

[目標値]
954

[実績値]
954

<達成率>
100％

[目標値]
1,060

[実績値]
1,060

<達成率>
100％

[目標値]
1,058

人権相談件
数

（単位：件）

[目標値]
2,650

[実績値]
2,616

<達成率>
98.7 ％

[目標値]
2,650

[実績値]
1,677

<達成率>
63.3％

[目標値]
2,370

[実績値]
2,054

<達成率>
86.7％

[目標値]
2,100

○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　市民の人権意識の普及高揚や人
権侵犯の解決を図るため、協議会が
行う人権啓発活動、人権擁護活動に
対する助成は必要である。

4
人権啓発講演
会事業

教育委員会
生涯学習課

○事業開始年度　平成14年度

【概　 要】人権問題に対する理解と認識を深め、人権に関わる問
題の解決に資するため、人権啓発に関する講演会を開催する。
【対象者】 全市民
【具体的な活動内容】
・年に１回「サンエールかごしま」の講堂において人権啓発に関す
る講演会を開催する。

市
単

[概算コスト]
1,153

（内訳）
・決算額
  724
・人件費
  429
　（0.10人）

[概算コスト]
1,135

（内訳）
・決算額
  708
・人件費
  427
　（0.10人）

[概算コスト]
1,364

（内訳）
・決算額
  940
・人件費
  424
　（0.10人）

[概算コスト]
1,278

（内訳）
・予算額
  854
・人件費
  424
　（0.10人）

啓発講演会
の参加者数

（単位：人）

[目標値]
400

[実績値]
350

<達成率>
87.5％

[目標値]
400

[実績値]
250

<達成率>
62.5％

[目標値]
400

[実績値]
380

<達成率>
95.0％

[目標値]
400

人権問題に
関する理解
の向上

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
 

○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ Ａ Ｂｂ

事業手段の見直し（事務事業の統
合・振替）

（理由）
　人権啓発活動を行う同趣旨の事業
（人権啓発室が県からの委託で実施
する「地域人権啓発活動活性化事
業」）と統合し、開催年度が重複しな
いようにすべきである。

5
人権教育推進
事業

教育委員会
生涯学習課

○事業開始年度　平成９年度

【概　 要】人権問題に対する市民の理解と認識を図るために、啓発
活動や研修会の実施、集会所等での社会教育活動の事業を推進
する。
【対象者】 全市民
【具体的な活動内容】
・２つの集会所における講座の開催、地域公民館での研修会の開
催、「人権問題啓発のしおり」の発行など。

市
単

[概算コスト]
3,757

（内訳）
・決算額
2,684
・人件費
1,073
　（0.25人）

[概算コスト]
3,669

（内訳）
・決算額
2,603
・人件費
1,066
　（0.25人）

[概算コスト]
3,492

（内訳）
・決算額
2,431
・人件費
1,061
　（0.25人）

[概算コスト]
3,958

（内訳）
・予算額
2,897
・人件費
1,061
　（0.25人）

研修会の実
施回数

（単位：回）

[目標値]
380

[実績値]
285

<達成率>
75.0％

[目標値]
380

[実績値]
259

<達成率>
68.2％

[目標値]
380

[実績値]
282

<達成率>
74.2％

[目標値]
400

研修会への
参加者数

（単位：人）

[目標値]
6,000

[実績値]
4,235

<達成率>
70.6％

[目標値]
6,000

[実績値]
4,376

<達成率>
72.9％

[目標値]
6,000

[実績値]
5,101

<達成率>
85.0％

[目標値]
6,300

○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　人権問題の解決を図るため、啓発
活動及び社会教育活動は必要であ
る。

6
女性に対する
暴力対策事業

企画部
男女共同参
画推進課

○事業開始年度　平成14年度

【概　 要】女性に対する暴力の根絶に向けた意識啓発等を行う。
【対象者】全市民
【具体的な活動内容】
・暴力について認識を広げる講座の開催（対象者別講座各年３
回）、パンフレット等の作成（15年度報告書280部、16年度暴力防止
パンフレット3000部、18年度カードサイズリーフレット30000部）、被
害者支援の充実を図るための講座等の開催（18年度ＤＶ被害者支
援サポーター養成講座）

市
単

[概算コスト]
1,062

（内訳）
・決算額
  204
・人件費
  858
　（0.20人）

[概算コスト]
1,233

（内訳）
・決算額
  380
・人件費
  853
　（0.20人）

[概算コスト]
759

（内訳）
・決算額
165
・人件費
594
　（0.14人）

[概算コスト]
1,568

（内訳）
・予算額
  804
・人件費
  764
　（0.18人）

暴力対策講
座の開催

（単位：回）

[目標値]
-

[実績値]
-

<達成率>
-％

[目標値]
3

[実績値]
3

<達成率>
100％

[目標値]
3

[実績値]
3

<達成率>
100％

[目標値]
3

暴力対策講
座の参加者
数

（単位：人）

[目標値]
-

[実績値]
-

<達成率>
-％

[目標値]
120

[実績値]
 97

<達成率>
80.8％

[目標値]
120

[実績値]
 98

<達成率>
81.7％

[目標値]
120

○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　女性に対する暴力防止のために
は、講座やパンフレット等による継続
的な対策が必要であり、実施すべき
である。

7
男女共同参画
センター相談
事業

企画部
男女共同参
画推進課

○事業開始年度　平成12年度

【概　 要】主に女性が抱える様々な問題について女性問題の視点
を持ってその相談に対応し、相談者自身が自己解決に向けて力を
つけていけるように支援する。
【対象者】市内に在住・在勤・在学する女性（男性のための相談を
除く）
【具体的な活動内容】
・総合相談：火～日、専門相談（法律相談：第２・４木曜日、心理相
談：第１木曜日、健康相談：奇数月第３木曜日、男性のための相
談：偶数月第３土曜日）、グループ相談、特別相談（年金相談、労
働相談）を実施。

市
単

[概算コスト]
6,043

（内訳）
・決算額
5,013
・人件費
1,030
　（0.24人）

[概算コスト]
6,711

（内訳）
・決算額
5,687
・人件費
1,024
　（0.24人）

[概算コスト]
6,657

（内訳）
・決算額
5,638
・人件費
1,019
　（0.24人）

[概算コスト]
8,712

（内訳）
・予算額
7,693
・人件費
1,019
　（0.24人）

総合相談開
設日数

（単位：日）

[目標値]
255

[実績値]
255

<達成率>
100％

[目標値]
255

[実績値]
255

<達成率>
100％

[目標値]
255

[実績値]
255

<達成率>
100％

[目標値]
299

総合相談件
数

（単位：件）

[目標値]
1,450

[実績値]
1,441

<達成率>
99.4％

[目標値]
1,450

[実績値]
1,400

<達成率>
96.6％

[目標値]
1,450

[実績値]
1,869

<達成率>
128.9％

[目標値]
2,175

◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　主に女性の抱える様々な問題を相
談者自身が解決できるように支援す
る必要があり、実施すべきである。

効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
価
結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性
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効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
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結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性

8
男女共同参画
に関する調査・
研究事業

企画部
男女共同参
画推進課

○事業開始年度　平成６年度

【概　 要】男女共同参画に関する知識を深めるため、専門的な研
修や関係相談機関との情報・意見交換等を行う。
【対象者】関係機関従事者、職員
【具体的な活動内容】
・市関係機関（こども福祉課、市民相談センター、消費生活セン
ターなど）、県関係機関（県男女共同参画センター、婦人相談所）、
その他（国関係、医師会、弁護士会など）

※１６年度までは市民も参加できる公開講座方式、１７年度から関
係相談機関を対象としたものに変更

市
単

[概算コスト]
983

（内訳）
・決算額
554
・人件費
429
　（0.10人）

[概算コスト]
989

（内訳）
・決算額
562
・人件費
427
　（0.10人）

[概算コスト]
1,319

（内訳）
・決算額
  895
・人件費
  424
　（0.10人）

[概算コスト]
1,112

（内訳）
・予算額
  772
・人件費
  340
　（0.08人）

関係相談機
関相談員研
修会参加者
数

（単位：人）

[目標値]
200

[実績値]
150

<達成率>
75.0％

[目標値]
200

[実績値]
150

<達成率>
75.0％

[目標値]
42

[実績値]
38

<達成率>
90.5％

[目標値]
42

男女共同参
画推進に係
る知識の向
上

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
　

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　専門的な研修や関係機関との情
報・意見交換は専門知識の向上や業
務の円滑化に必要であり、実施すべ
きである。

9
鹿児島市男女
共同参画推進
懇話会事業

企画部
男女共同参
画推進課

○事業開始年度　昭和59年度

【概　 要】男女共同参画推進懇話会を開催し、男女共同参画に関
する諸問題について研究協議を行い、施策に反映させる。
【対象者】男女共同参画施策
【具体的な活動内容】
・委員数　20人　　開催回数　年２～３回

市
単

[概算コスト]
908

（内訳）
・決算額
479
・人件費
429
　（0.10人）

[概算コスト]
874

（内訳）
・決算額
447
・人件費
427
　（0.10人）

[概算コスト]
700

（内訳）
・決算額
360
・人件費
340
　（0.08人）

[概算コスト]
890

（内訳）
・予算額
466
・人件費
424
　（0.10人）

懇話会開催
回数

（単位：回）

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
2

社会におけ
る男女共同
参画の理念
の浸透

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
　

[実績値]

<達成率>

[目標値]

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　男女共同参画計画の推進及び理
念の浸透のためには、有識者による
提言・意見を施策に反映させる必要
があり、実施すべきである。

10
女性問題に関
する情報収
集・提供事業

企画部
男女共同参
画推進課

○事業開始年度　平成７年度

【概　 要】男女共同参画情報誌「すてっぷ」を作成し、金融機関や
病院等に閲覧用として配布し男女共同参画の理念の浸透を図る
ほか、男女共同参画に関する資料の収集を行う。
【対象者】市民
【具体的な活動内容】
・年２回（10月、３月）、発行部数（各5000部）、形態Ａ４版全16頁

市
単

[概算コスト]
5,228

（内訳）
・決算額
4,584
・人件費
  644
　（0.15人）

[概算コスト]
5,233

（内訳）
・決算額
4,593
・人件費
  640
　（0.15人）

[概算コスト]
5,067

（内訳）
・決算額
4,430
・人件費
  637
　（0.15人）

[概算コスト]

（内訳）
・予算額
　
・人件費
637
　（0.15人）

情報誌「す
てっぷ」発
行部数

（単位：部）

[目標値]
11,000

[実績値]
11,000

<達成率>
100％

[目標値]
11,000

[実績値]
11,000

<達成率>
100％

[目標値]
10,000

[実績値]
10,000

<達成率>
100％

[目標値]
10,000

社会におけ
る男女共同
参画の理念
の浸透

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
　

[実績値]

<達成率>

[目標値]

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ － Ａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善）

（理由）
　発刊から12年を経過していることか
ら、内容や配布先などを見直し、より
魅力ある広報啓発ができるようにす
べきである。また、コスト縮減を図る
ため、紙質などを見直し、経費節減
（情報誌への広告掲載の検討含む）
に努めるべきである。

11
男女共同参画
センター図書・
情報提供事業

企画部
男女共同参
画推進課

○事業開始年度　平成13年度

【概　 要】男女共同参画社会の形成に向けた調査研究の資料とし
て供するとともに、市民の主体的な生き方の支援や社会参画、市
民相互の交流の促進を図る。
【対象者】市内に在住・在勤・在学する人
【具体的な活動内容】・図書等提供事業（男女共同参画に関する図
書・ビデオを貸し出す）、・センターだよりの発行（男女共同参画に
関する特集記事や各種情報提供を掲載、※センターだより（年４回
発行、Ａ４の８頁、各5000部）、市施設、国・県関係機関、地元企業
などに配布）、・新聞クリッピング（情報サポーターによる新聞記事
の切り抜き及び分類・ファイル）

市
単

[概算コスト]
9,369

（内訳）
・決算額
8,339
・人件費
1,030
　（0.24人）

[概算コスト]
9,637

（内訳）
・決算額
8,613
・人件費
1,024
　（0.24人）

[概算コスト]
9,166

（内訳）
・決算額
8,147
・人件費
1,019
　（0.24人）

[概算コスト]
9,205

（内訳）
・予算額
8,186
・人件費
1,019
　（0.24人）

図書・ビデ
オ年間購入
数

（単位：冊）

[目標値]
1,970

[実績値]
1,985

<達成率>
100.8％

[目標値]
1,975

[実績値]
1,894

<達成率>
95.9％

[目標値]
1,874

[実績値]
1,670

<達成率>
89.1％

[目標値]
1,850

図書・ビデ
オ年間貸出
数

（単位：回）

[目標値]
18,700

[実績値]
18,151

<達成率>
97.1％

[目標値]
18,517

[実績値]
18,517

<達成率>
100％

[目標値]
19,086

[実績値]
23,459

<達成率>
122.9％

[目標値]
20,042

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　図書やセンターだよりなど専門的な
情報を提供することにより、男女共同
参画に関する意識の醸成を図ること
は必要であり、実施すべきである。

12
男女共同参画
センター調査
研究事業

企画部
男女共同参
画推進課

○事業開始年度　平成13年度

【概　 要】男女共同参画社会に関する現状や課題について調査・
研究を行い、センター運営に反映するとともに関連施設と情報を交
換し連携を図る。
【対象者】市内で活動する団体・グループ
【具体的な活動内容】
・調査研究支援事業・・・男女共同参画に関する現状や課題につい
て、調査研究を行うグループに対し、その経費の一部（上限３０万
円）を助成する。※１７年度までは、調査研究事業として一般公募
の調査員による調査研究を実施。

市
単

[概算コスト]
1,557

（内訳）
・決算額
  527
・人件費
1,030
　（0.24人）

[概算コスト]
1,525

（内訳）
・決算額
  501
・人件費
1,024
　（0.24人）

[概算コスト]
1,404

（内訳）
・決算額
  385
・人件費
1,019
　（0.24人）

[概算コスト]
1,463

（内訳）
・予算額
  444
・人件費
1,019
　（0.24人）

調査研究員
数（18年度
から団体
数）

（単位：人、
団体）

[目標値]
7

[実績値]
8

<達成率>
114.3％

[目標値]
7

[実績値]
6

<達成率>
85.7％

[目標値]
 7

[実績値]
8

<達成率>
114.3％

[目標値]
1

社会におけ
る男女共同
参画の理念
の浸透

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　市民企画による男女問題の現状や
課題についての調査分析結果をセン
ター運営に反映させることで、セン
ター機能の向上を図ることができる
ため必要な事業である。

13
男女共同参画
フェスティバル
事業

企画部
男女共同参
画推進課

○事業開始年度　平成13年度

【概　 要】男女共同参画社会の実現に向けて、市民と共に考え行
動する参加型イベントを実施することにより、広く男女共同参画の
意識を醸成するとともに市民の情報発信や交流を支援する。
【対象者】市内に在住・在勤・在学する人
【具体的な活動内容】
・男女共同参画に関する基調講演、分科会、自主事業の開催や女
性問題の視点を入れた映画の上映、市民参加のワークショップの
開催など。開催期間は、１～２月における10日間程度。

市
単

[概算コスト]
4,319

（内訳）
・決算額
3,289
・人件費
1,030
　（0.24人）

[概算コスト]
3,925

（内訳）
・決算額
2,901
・人件費
1,024
　（0.24人）

[概算コスト]
5,603

（内訳）
・決算額
4,584
・人件費
1,019
　（0.24人）

[概算コスト]
4,975

（内訳）
・予算額
3,956
・人件費
1,019
　（0.24人）

自主事業の
実施数

（単位：事
業）

[目標値]
7

[実績値]
7

<達成率>
100％

[目標値]
7

[実績値]
7

<達成率>
100％

[目標値]
7

[実績値]
7

<達成率>
100％

[目標値]
7

参加者数

（単位：人）

[目標値]
2,080

[実績値]
1,039

<達成率>
50.0％

[目標値]
1,650

[実績値]
  747

<達成率>
45.3％

[目標値]
2,050

[実績値]
1,696

<達成率>
82.7％

[目標値]
2,080

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ｂａ

事業手段の見直し（手段の改善）

（理由）
　基調講演の内容によっては、参加
者数が少ないことから、さらに内容を
工夫するとともに、実行委員会方式
を導入するなど、運営のあり方を見
直すべきである。また、イベントにお
ける各種媒体への広告掲載も検討す
べきである。

14
男女共同参画
計画推進事業

企画部
男女共同参
画推進課

○事業開始年度　平成６年度

【概　 要】男女共同参画を推進するための、男女共同参画計画の
進行管理及び広報啓発を行う。18年度は計画の中間年として見直
しを実施しする。
【対象者】市民、事業者、職員、実施計画施策
【具体的な活動内容】
・審議会等への女性委員登用状況調査、男女共同参画計画実施
計画事業進捗状況調査
※17年度：男女共同参画に関する市民意識調査の実施、18年度：
企業向け研修会、男女共同参画計画の中間見直し

市
単

[概算コスト]
515

（内訳）
・決算額
-
・人件費
515
　（0.12人）

[概算コスト]
512

（内訳）
・決算額
-
・人件費
512
　（0.12人）

[概算コスト]
2,718

（内訳）
・決算額
1,869
・人件費
  849
　（0.20人）

[概算コスト]
4,480

（内訳）
・予算額
3,546
・人件費
  934
　（0.22人）

審議会等へ
の女性委員
登用状況調
査の実施

（単位：回）

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

審議会等へ
の女性委員
参画率

（単位：％）

[目標値]
27.0

[実績値]
26.1

<達成率>
96.7％

[目標値]
28.0

[実績値]
27.9

<達成率>
99.6％

[目標値]
29.0

[実績値]
29.7

<達成率>
102.4％

[目標値]
30

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　男女共同参画計画の進捗管理や
見直し等は、男女共同参画社会をよ
り推進するためには必要であり、実
施すべきである。



２　豊かな心と個性を育むまち［個性創造都市］　（４） 心ふれあい支えあう市民社会を形成する（人権の尊重、男女共同参画社会の形成、コミュニティ）　

公平性

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

指
標
の
達
成
状
況

指
標
の
目
標
水
準

事
業
の
必
要
性

市
の
関
与

事
業
手
法

事
業
の
統
合

コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫

成
果
向
上
へ
の
見
直
し

施
策
効
果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
価
結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性

15
男女共同参画
センター学習
啓発事業

企画部
男女共同参
画推進課

○事業開始年度　平成13年度

【概　 要】男女共同参画に関する講座などの啓発講座及び男女共
同参画週間フォーラムなどの啓発イベントを実施することにより、
男女共同参画社会に対する理解と認識を深める。
【対象者】市内に在住・在勤・在学の人
【具体的な活動内容】
・啓発講座（１５講座、８２コマ）・・・男女共同参画に関する講座、女
性の就労支援や能力開発のための講座、女性のからだや健康に
関する講座などを実施。
・啓発イベントの開催・・・男女共同参画週間フォーラム、トークサロ
ン、女性に対する暴力に関する講演会の開催。

市
単

[概算コスト]
3,333

（内訳）
・決算額
2,303
・人件費
1,030
　（0.24人）

[概算コスト]
3,551

（内訳）
・決算額
2,527
・人件費
1,024
　（0.24人）

[概算コスト]
3,234

（内訳）
・決算額
2,215
・人件費
1,019
　（0.24人）

[概算コスト]
3,681

（内訳）
・予算額
2,662
・人件費
1,019
　（0.24人）

講座・イベ
ント開催回
数

（単位：回）

[目標値]
15

[実績値]
15

<達成率>
100％

[目標値]
15

[実績値]
15

<達成率>
100％

[目標値]
15

[実績値]
15

<達成率>
100％

[目標値]
15

講座・イベ
ントの参加
者数

（単位：人）

[目標値]
670

[実績値]
533

<達成率>
 79.6％

[目標値]
694

[実績値]
459

<達成率>
66.1％

[目標値]
695

[実績値]
629

<達成率>
 90.5％

[目標値]
705

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ｂｃ

事業手段の見直し（その他）

（理由）
　講座・イベントによっては、参加者数
が少ないことから、さらに内容や広報
を工夫する必要がある。

16
男女共同参画
センター市民
活動支援事業

企画部
男女共同参
画推進課

○事業開始年度　平成13年度

【概　 要】男女共同参画社会の形成に向けて取り組んでいる市民
のさまざまな活動を支援する。
【対象者】市内に在住・在勤・在学の人
【具体的な活動内容】・男女共同参画に関する学習会講師派遣事
業（団体等の開催する学習会に講師を派遣）、・託児支援（館内利
用者や主催事業での託児の実施。育児相談や講座の実施。）、・
サポーター養成講座の実施（託児・情報）、・生活工房サポーター
の活動、・情報サポーターの活動、・登録団体交流会の開催
※情報、託児は養成講座修了者を活用

市
単

[概算コスト]
6,984

（内訳）
・決算額
4,925
・人件費
2,059
　（0.48人）

[概算コスト]
6,596

（内訳）
・決算額
4,549
・人件費
2,047
　（0.48人）

[概算コスト]
6,668

（内訳）
・決算額
4,631
・人件費
2,037
　（0.48人）

[概算コスト]
7,163

（内訳）
・予算額
5,126
・人件費
2,037
　（0.48人）

学習会講師
派遣数

（単位：回）

[目標値]
15

[実績値]
 9

<達成率>
60.0％

[目標値]
15

[実績値]
 6

<達成率>
40.0％

[目標値]
15

[実績値]
 8

<達成率>
53.3％

[目標値]
12

登録団体数

（単位：団
体）

[目標値]
39

[実績値]
39

<達成率>
100％

[目標値]
39

[実績値]
33

<達成率>
84.6％

[目標値]
39

[実績値]
31

<達成率>
79.5％

[目標値]
39

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　男女共同参画に関する学習会への
講師派遣などを行うことにより、市民
のネットワークづくりを促進し、市民
の自主的な活動支援を通じて、男女
共同参画の意識の高揚を図る必要
があるため、実施すべきである。

17
男女共同参画
推進リーダー
育成事業

企画部
男女共同参
画推進課

○事業開始年度　平成７年度

【概　 要】男女共同参画推進リーダーの国内派遣及び参加報告会
を開催することにより、男女共同参画への一層の理解を深め、男
女共同参画社会を推進するリーダーとして資質の向上を図る。
【対象者】男女共同参画社会の形成に意欲のある満２０歳以上の
市民
【具体的な活動内容】・男女共同参画推進リーダー国内派遣事業
（全国で開催される男女共同参画に関する会議や研修会等に市民
を派遣し、会議等参加に係る必要経費の７０％を助成する。）
・参加報告会の開催・・・事業参加者の報告会を一般公募の市民を
交えて開催する。

市
単

[概算コスト]
1,237

（内訳）
・決算額
  551
・人件費
  686
　（0.16人）

[概算コスト]
1,254

（内訳）
・決算額
  572
・人件費
  682
　（0.16人）

[概算コスト]
1,224

（内訳）
・決算額
  545
・人件費
  679
　（0.16人）

[概算コスト]
1,106

（内訳）
・予算額
  427
・人件費
　679
　（0.16人）

派遣者数

（単位：人）

[目標値]
10

[実績値]
10

<達成率>
100％

[目標値]
10

[実績値]
10

<達成率>
100％

[目標値]
10

[実績値]
10

<達成率>
100％

[目標値]
6

派遣後の活
動者数

（単位：人）

[目標値]
10

[実績値]
8

<達成率>
80.0％

[目標値]
10

[実績値]
10

<達成率>
100％

[目標値]
10

[実績値]
10

<達成率>
100％

[目標値]
6

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　男女共同参画推進リーダーの国内
派遣や報告会を行うことにより、男女
共同参画への一層の理解を深めると
ともに、男女共同参画社会を推進す
るリーダーとして資質の向上に資す
る事業であり、実施すべきである。

18
鹿児島市女性
団体連合会活
動助成事業

企画部
男女共同参
画推進課

○事業開始年度　平成７年度

【概　 要】鹿児島市女性団体連合会の男女共同参画計画を推進
する活動（女性大会や学習会等の開催、女性の視点に立ったまち
づくりの推進事業など）に対して助成を行う
【対象者】鹿児島市女性団体連合会
【具体的な活動内容】
・地域で男女共同参画を推進する鹿児島市女性団体連合会の活
動支援　助成額　825千円

市
単

[概算コスト]
1,294

（内訳）
・決算額
  650
・人件費
  644
　（0.15人）

[概算コスト]
1,332

（内訳）
・決算額
  650
・人件費
  682
　（0.16人）

[概算コスト]
1,462

（内訳）
・決算額
  825
・人件費
  637
　（0.15人）

[概算コスト]
1,334

（内訳）
・予算額
  825
・人件費
  509
　（0.12人）

鹿児島市女
性団体連合
会の活動へ
助成

（単位：千
円）

[目標値]
650

[実績値]
650

<達成率>
100％

[目標値]
650

[実績値]
650

<達成率>
100％

[目標値]
825

[実績値]
825

<達成率>
100％

[目標値]
825

あらゆる分
野への男女
共同参画と
意思決定過
程への女性
の参画の促
進

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　男女共同参画社会の実現と女性の
地位向上等の促進のためには、市民
と協働して男女共同参画計画を推進
することが必要であり、実施すべきで
ある。

19

新しいかごしま
市を考える女
性会議運営事
業

企画部
企画調整課

○事業開始年度　平成17年度

【概　 要】女性の市政への参画を推進するとともに、女性の意見を
市政に幅広く反映させるため、新しいかごしま市を考える女性会議
を設置する。
【対象者】学識経験者や公募市民など
【具体的な活動内容】
・委員10人　　開催回数　年４回以内
・市政に対し自由闊達な意見等を述べ、提言を行う。

市
単

[概算コスト]

（内訳）
・決算額
　
・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]

（内訳）
・決算額
　
・人件費
 
　（　人）

[概算コスト]
1,675

（内訳）
・決算額
  402
・人件費
 1,273
　（0.30人）

[概算コスト]
1,696

（内訳）
・予算額
  423
・人件費
 1,273
　（0.30人）

会議の開催
回数

（単位：回）

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
4

[実績値]
4

<達成率>
100％

[目標値]
4

提言の市政
への反映

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]
　

[実績値]

<達成率>

[目標値]

◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ － ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　女性の市政への参画を推進し、市
民が主役の市政の実現のために必
要であり、今後とも実施すべきであ
る。

20
コミュニティづく
りの推進事業

市民局
市民参画推

進課

○事業開始年度　昭和62年度

【概　 要】町内会役員等を対象に、研修会や交流会、コミュニティ
活動推進講座を開催し、コミュニティ活動に関する情報提供や意
見交換、地域コミュニティリーダーの人材育成を行い、地域の実情
に応じたコミュニティづくりを支援する。
【対象者】　町内会役員等
【具体的な活動内容】
・町内会活動に関する情報提供など

市
単

[概算コスト]
3,536

（内訳）
・決算額
2,249
・人件費
1,287
　（0.30人）

[概算コスト]
3,461

（内訳）
・決算額
2,181
・人件費
1,280
　（0.30人）

[概算コスト]
4,070

（内訳）
・決算額
2,160
・人件費
1,910
　（0.45人）

[概算コスト]
4,042

（内訳）
・予算額
2,132
・人件費
1,910
　（0.45人）

コミュニティ
研修会の参
加町内会数

（単位：件）

[目標値]
390

[実績値]
305

<達成率>
78.2％

[目標値]
390

[実績値]
270

<達成率>
69.2％

[目標値]
450

[実績値]
351

<達成率>
78.0％

[目標値]
450

いきいき地
域社会づく
り事業の実
施町内会数

（単位：件）

[目標値]
141

[実績値]
141

<達成率>
100％

[目標値]
142

[実績値]
142

<達成率>
100％

[目標値]
321

[実績値]
241

<達成率>
75.1％

[目標値]
-

○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　町内会はコミュニティ活動の核とな
る組織であり、それを支える人材の
育成は必要である。

21
町内会広報活
動推進事業

市民局
市民参画推

進課

○事業開始年度　昭和58年度

【概　 要】町内会が広報活動に必要な印刷機器や拡声器（屋外ス
ピーカー・アンプ等を含む）及びパソコンの購入並びに掲示板の設
置を行った場合、それらに要した経費の３分の１に相当する額を補
助する。ただし、1団体通算して１５万円を限度とする。なお、交付
終了後１０年を経過した団体へは、再度、通算して１０万円を限度
に補助する。
【対象者】　町内会
【具体的な活動内容】
・広報活動に必要な機器等の購入に対し、補助金を交付する。

市
単

[概算コスト]
3,802

（内訳）
・決算額
1,657
・人件費
2,145
　（0.50人）

[概算コスト]
4,085

（内訳）
・決算額
1,952
・人件費
2,133
　（0.50人）

[概算コスト]
3,204

（内訳）
・決算額
1,931
・人件費
1,273
　（0.30人）

[概算コスト]
4,139

（内訳）
・予算額
3,290
・人件費
  849
　（0.20人）

補助件数

（単位：件）

[目標値]
44

[実績値]
44

<達成率>
100％

[目標値]
44

[実績値]
44

<達成率>
100％

[目標値]
75

[実績値]
44

<達成率>
58.7％

[目標値]
70

町内会の広
報活動の充
実

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　コミュニティ活動の促進のため、町
内会の広報活動充実への支援は有
効である。



２　豊かな心と個性を育むまち［個性創造都市］　（４） 心ふれあい支えあう市民社会を形成する（人権の尊重、男女共同参画社会の形成、コミュニティ）　

公平性

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 指標名 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

指
標
の
達
成
状
況

指
標
の
目
標
水
準

事
業
の
必
要
性

市
の
関
与

事
業
手
法

事
業
の
統
合

コ
ス
ト
縮
減
の
工
夫

成
果
向
上
へ
の
見
直
し

施
策
効
果

受
益
者
負
担
の
見
直
し

効率性 有効性主な活動指標 主な成果指標

№ 事務事業名 事業実施課 事　　業　　概　　要
財
源

概算コスト（単位：千円）
一　　次　　評　　価 二　　次　　評　　価

評
価
結
果

評価理由

評
価
結
果

達成度 妥当性

22
地域まつり支
援事業

市民局
吉田支所総
務市民課

○事業開始年度　昭和57年度

【概　 要】夏まつりを主催する吉田町商工会に対して補助金を交付
することにより、地域社会の活性化を側面から支援し地域振興を
図る。
【対象者】吉田町商工会
【具体的な活動内容】
・対象経費：会場設営、花火、警備、演芸、広報等に要する経費
・効　　　果：まつりを主催する吉田町商工会に補助金を交付するこ
とにより、地域住民に触れ合いの場を提供する。また、明るく住み
よい地域社会づくりを支援し、地域コミュニティの振興を図る。
※17年度は雨天のため参加者減

市
単

[概算コスト]
1,629

（内訳）
・決算額
1,200
・人件費
  429
　（0.10人）

[概算コスト]
1,627

（内訳）
・決算額
1,200
・人件費
  427
　（0.10人）

[概算コスト]
1,524

（内訳）
・決算額
1,100
・人件費
  424
　（0.10人）

[概算コスト]
1,524

（内訳）
・予算額
1,100
・人件費
  424
　（0.10人）

補助金

（単位：千
円）

[目標値]
1,200

[実績値]
1,200

<達成率>
100％

[目標値]
1,200

[実績値]
1,200

<達成率>
100％

[目標値]
1,100

[実績値]
1,100

<達成率>
100％

[目標値]
1,100

参加者数

（単位：人）

[目標値]
5,000

[実績値]
5,000

<達成率>
100％

[目標値]
5,000

[実績値]
5,000

<達成率>
100％

[目標値]
5,000

[実績値]
1,500

<達成率>
30.0％

[目標値]
5,000

○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　地域社会におけるコミュニティ活動
を促進するため、夏祭りに対する助
成は必要である。

23
地域まつり支
援事業

市民局
喜入支所

総務市民課

○事業開始年度　昭和61年度

【概　 要】喜入地域住民が親睦を深める一大イベントである喜入夏
まつりに対し助成を行うことにより、地域社会の活性化を側面から
支援し地域振興を図る。
【対象者】喜入夏まつり実行委員会
【具体的な活動内容】
・対象経費：会場設営、花火、演芸、警備、広報等に要する経費
・補助による効果：花火大会や歌謡ショーなど夏まつりを実施する
実行委員会に対し補助金を交付することにより、明るく住みよい地
域社会づくりを支援し、地域コミュニティの振興を促進しようとする
もの。

市
単

[概算コスト]
6,274

（内訳）
・決算額
3,700
・人件費
2,574
　（0.60人）

[概算コスト]
6,259

（内訳）
・決算額
3,700
・人件費
2,559
　（0.60人）

[概算コスト]
1,949

（内訳）
・決算額
1,100
・人件費
  849
　（0.20人）

[概算コスト]
1,524

（内訳）
・予算額
1,100
・人件費
  424
　（0.10人）

補助金額

（単位：千
円）

[目標値]
3,700

[実績値]
3,700

<達成率>
100％

[目標値]
3,700

[実績値]
3,700

<達成率>
100％

[目標値]
1,100

[実績値]
1,100

<達成率>
100％

[目標値]
1,100

参加者数

（単位：人）

[目標値]
7,000

[実績値]
8,000

<達成率>
114.3％

[目標値]
7,000

[実績値]
9,500

<達成率>
135.7％

[目標値]
7,000

[実績値]
5,500

<達成率>
78.6％

[目標値]
7,000

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　地域社会におけるコミュニティ活動
を促進するため、夏祭りに対する助
成は必要である。

24
地域まつり支
援事業

市民局
松元支所

総務市民課

○事業開始年度　S52年度

【概　 要】 夏まつりを主催する松元町商工会に対して、補助金を交
付することにより、地域社会の活性化を側面から支援し地域振興
を図る。
【対象者】 松元町商工会
【具体的な活動内容】
・対象経費：会場設営、花火、演芸、警備、広報等に要する経費
・補助による効果：補助金を交付することにより継続した運営が図
られ、地域住民がお互いに親睦を深め、明るく住みよい地域社会
づくりを推進し、地域コミュニティの振興を図る。

市
単

[概算コスト]
2,058

（内訳）
・決算額
1,200
・人件費
  858
　（0.20人）

[概算コスト]
2,053

（内訳）
・決算額
1,200
・人件費
  853
　（0.20人）

[概算コスト]
1,949

（内訳）
・決算額
1,100
・人件費
  849
　（0.20人）

[概算コスト]
1,524

（内訳）
・予算額
1,100
・人件費
  424
　（0.10人）

補助金

（単位：千
円）

[目標値]
1,200

[実績値]
1,200

<達成率>
100％

[目標値]
1,200

[実績値]
1,200

<達成率>
100％

[目標値]
1,100

[実績値]
1,100

<達成率>
100％

[目標値]
1,100

参加者数

（単位：人）

[目標値]
5,000

[実績値]
5,000

<達成率>
100％

[目標値]
5,000

[実績値]
5,000

<達成率>
100％

[目標値]
5,250

[実績値]
5,000

<達成率>
95.2％

[目標値]
5,250

○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　地域社会におけるコミュニティ活動
を促進するため、夏祭りに対する助
成は必要である。

25
地域まつり支
援事業

市民局
郡山支所

総務市民課

○事業開始年度　昭和50年度

【概　 要】地域コミュニティの推進を図る「夏まつり」及び地域情報
の発信による地域活性化を図る「甲突池まつり」、「八重山ハイキ
ング」を主催する郡山町商工会に対して補助金を交付する。
【対象者】郡山町商工会
【具体的な活動内容】
・対象経費：広報、会場設営、花火、警備、演芸等に要する費用
・効果等：当該まつりの開催により、明るく住みよい地域社会づくり
を支援し、地域コミュニティの推進や地域情報の発信による地域活
性化に寄与している。

市
単

[概算コスト]
3,252

（内訳）
・決算額
1,536
・人件費
1,716
　（0.40人）

[概算コスト]
2,720

（内訳）
・決算額
1,440
・人件費
1,280
　（0.30人）

[概算コスト]
1,737

（内訳）
・決算額
1,100
・人件費
  637
　（0.15人）

[概算コスト]
1,652

（内訳）
・予算額
1,100
・人件費
  552
　（0.13人）

開催回数

（単位：回）

[目標値]
3

[実績値]
3

<達成率>
100％

[目標値]
3

[実績値]
3

<達成率>
100％

[目標値]
2

[実績値]
2

<達成率>
100％

[目標値]
3

参加者数

（単位：人）

[目標値]
4,000

[実績値]
4,500

<達成率>
112.5％

[目標値]
4,000

[実績値]
3,500

<達成率>
87.5％

[目標値]
4,000

[実績値]
4,000

<達成率>
100％

[目標値]
4,000

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　地域社会におけるコミュニティ活動
や地域活性化を促進するため、夏ま
つり、甲突池まつり及び八重山ハイ
キングに対する助成は必要である。

26
喜入港振興協
力会負担金

市民局
喜入支所

総務市民課

○事業開始年度　昭和45年度

【概　 要】喜入港の関連企業・団体・行政が相互に協力して海の清
掃活動や喜入夏まつりと同日の巡視船体験航海などを実施するこ
とにより、地域の振興を促進し、地域社会の発展と繁栄を図る。
【対象者】喜入港振興協力会
【具体的な活動内容】
・喜入港振興協力会に参画して負担金を交付することにより、同協
力会主催による清掃活動や夏のイベントを実施し、明るく住みよい
地域社会づくりを支援し、地域コミュニティの振興を促進しようとす
るもの。

市
単

[概算コスト]
1,687

（内訳）
・決算額
  400
・人件費
1,287
　（0.30人）

[概算コスト]
1,680

（内訳）
・決算額
  400
・人件費
1,280
　（0.30人）

[概算コスト]
584

（内訳）
・決算額
160
・人件費
424
　（0.10人）

[概算コスト]
584

（内訳）
・決算額
160
・人件費
424
　（0.10人）

海・港の清
掃

（単位：回）

[目標値]
1

[実績値]
1

<達成率>
100％

[目標値]
1

[実績値]
-

<達成率>
-％

[目標値]
1

[実績値]
2

<達成率>
200％

[目標値]
1

海・港の清
掃の参加者
数

（単位：人）

[目標値]
150

[実績値]
150

<達成率>
100％

[目標値]
150

[実績値]
-

<達成率>
-％

[目標値]
150

[実績値]
299

<達成率>
199.3％

[目標値]
150

○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ － Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　地域社会におけるコミュニティ活動
を促進するため、清掃ボランティア活
動などに対する負担金の交付は必
要である。

27
町内会集会所
建築等補助事
業

市民局
市民参画推

進課

○事業開始年度　平成９年度

【概　 要】地域のコミュニティ活動の推進を図るため、集会所の新
築、取得、増築又は改築を行う町内会に対し、補助金を交付する。
【対象者】　町内会
【具体的な活動内容】
・町内会の集会所建築等に対し、補助金を交付する。

市
単

[概算コスト]
18,882

（内訳）
・決算額
17,595
・人件費
  1,287
　（0.30人）

[概算コスト]
17,429

（内訳）
・決算額
16,149
・人件費
  1,280
　（0.30人）

[概算コスト]
25,071

（内訳）
・決算額
22,949
・人件費
  2,122
　（0.50人）

[概算コスト]
26,722

（内訳）
・予算額
24,600
・人件費
  2,122
　（0.50人）

補助件数

（単位：件）

[目標値]
11

[実績値]
11

<達成率>
100％

[目標値]
12

[実績値]
12

<達成率>
100％

[目標値]
15

[実績値]
13

<達成率>
86.7％

[目標値]
9

コミュニティ
活動の推進

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

[実績値]

<達成率>

[目標値]

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ Ａ Ａ

現状のまま継続

（理由）
　コミュニティ活動の促進のため、活
動拠点である集会所の整備に対する
支援は有効である。


